【海士町と庄原市との違いは何か】
当然に町の規模は違うが、どこに向かっていくのかという明確な目標を持っているのが海士町だといえます。残念ながら、庄原市の長期総合計画は人口が減少しないという点（交付税算入も減らないという前提）からして大いなる無理を書き連ねた計画だと私は思います。

　先ずは、出来ることから始める。お金がないなら、お金を使わないことを考える。その第一段階が、管理職の給与カットでした。それも、ただ単にカットするという発想ではなく、カットしたお金を有効に活用する方策を考えている点が海士ですね。管理職だけではなく、職員組合からもカットの提案が出る、住民からも減額提案がでるという一種の仕組み作りが山内町長の頭の中にはあったのではと考えられます。つまり、全員野球です。財政再建団体に転落というがけっぷちから、ピンチをチャンスにという発想の大転換を行なったのではないでしょうか。島内に住む住民全員が危機意識を持ったことが重要ですね！
　人は、小さな町だから上手くいったのだというかも知れませんが、果たしてそうでしょうか。徳島県上勝町の笠松町長や、高知県馬路村の上治村長もそうですが、山内道雄という強烈な個性を持った町長だからこそ成し得た改革だと思います。彼らに共通しているのは、役所を会社経営と捉えている点です。庄原市のお隣の奥出雲町の町長だった岩田一郎さんは、上勝や海士の指南役だったのですが、計算し尽した行政経営をされていました。国や県のお金を引き出して、会社を興して雇用を生みだし、交流人口を増やし、結果として町中が活性化していくという手法をとられました。
　海士の山内さんの最大の功績は、外部の人材を島に入れたという点です！活性化は、よそ者・ばか者・若者と公言されていますが、全くその通りとなっています。そして、その真逆の、島の人間は外に出さない仕組みづくりがあります。その仕組みとは、教育です。島の人たちをも巻き込んでの島の歴史を知る教育です。島に誇りを持つ教育です。このことは、金沢市の英語教育特区でも、金沢市を英語で紹介できる児童を育てるという方針で、成功しました。
　そして、島ですから大きな総合病院はありません。かつては、糖尿病から失明する人が多かったそうですが、予防医療にも力を入れ、元気で長生きする島に生まれ変わったのです。本当に地道な取組ですが、担当課の女性課長は胸を張って、「町長一人が素晴らしいのではありません。職員も一所懸命に働いています」と言い切りました。誇りをもって自分の仕事をしている職員力に脱帽です。職員一人で東京に営業（会社や役所）に出るのは当たり前ですからね。
　
ここまで書いたことは庄原市でも当然に取り組んでいる事ではありますが、全てにおいて中途半端で、事業実績といえるほどの成果が上がっていません。この「中途半端」こそが諸悪の根源と言ってもいいのではないでしょうか。
登場した、海士町・上勝町・馬路村・奥出雲町に共通していることは、徹底して行なうということです。計画策定段階から徹底して行えば、成果が期待できない計画を立てるはずがありません。前例主義（踏襲）では、前進しません。

お隣の三次市川西自治連合会では、「『まめな川西　いつわの里』づくりビジョン」を平成18年に策定され、川西が確実に変わってきています。今年4月から、総務省の事業である「地域おこし協力隊」隊員1名が川西に入ってきました。
この協力隊の事業も奥出雲町がモデルケースで作られたものですが、総務省や農水省から、「こんな事業をしてみませんか」と、相手から提案が来るようになるのです。そして、これこそがと言えることは、県との関係が非常に良好であるということです。
　庄原市を劇的に変えることは難しいことですが、やはり、トップの考え方ひとつでまちは確実に変わるということを海士町の視察で実感していただきたいと思います。私たちの周りは宝ものだらけです。あるものを活かしきることができれば庄原市は必ず光輝くまちに変身できると確信します。
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